

























10. CWモー ド同期ピコ秒YAGレーザー ･同色素レーザーの
製作とその特性に関する研究
福 島 悟
モー ド同期 ピコ秒パルスレーザー (略してM.L.レーザー )は10112秒程度の狭いパルス
幅をもつ光パルス列を発生する｡ このようなレーザーは高速緩和現象などの解明には唯一直
接的手段と考えられる｡ この種の実験には,主に高繰 り返しCW M.L.Ar'レーザーが普
及 している｡ これに比べ CW M.L.YAGレーザーは多くの利点があるにもかかわらず実際
には,安定化された装置 とは言い難い｡この為,物性研究には使用されていないと思われる｡
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わたり強度ゆらぎのパワースペクトルを測定した(図5,6)4～図中OdBはレーザーの平均強
度に対応する｡YAGレーザーでは(図5),約 120kHz以上で強度ゆらぎが平均強度に対
し,分解能 1kHzで10M7以下であることがわかった｡同様に色素レーザーでは,約 1MHz
以上で強度ゆらぎは10M7以下であることを明らかにした｡ この結果から高周波領域でレーザ
ー強度のゆらぎが問題となってくるような変調分光などの実験では製作した色素レーザーを使
用した場合,変調周波数が1MHz以上の高周波変調を行えば高感度測定が十分可能であるこ
とがわかった｡
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